
平成 26年 3月 19日

22　三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤及び安全で快適な生活環境を形成するまちづくり
平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 　　宮古市

・宮古広域生活圏や三陸地方拠点都市地域の中心都市としての機能を高め、生活圏の緊密化と交流圏の拡大を促進する。
・災害、事故等へ迅速に対応するための機能を高め、安全な市民生活の確保と安心して快適に暮らせる環境づくりを推進する。

・集落等から病院等の公共、公益施設へ向かう幹線道路までの時間短縮率
・道路の機能を保全するために対策が必要な箇所の整備率

（H22当初） （H24末） （H26末）

100－(∑整備後走行時間／∑現況走行時間)×100(％)

対策済箇所数/要対策箇所数×100（％）

A1　基幹事業（道路事業）

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

22-A1-1 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 7

22-A1-3 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 276

22-A1-4 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 22

22-A1-5 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 173

22-A1-6 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 148

22-A1-8 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 374

22-A1-9 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 27

22-A1-10 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 21

22-A1-13 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 85

22-A1-15 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 207

22-A1-16 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 17

22-A1-17 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 40

22-A1-19 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 147

22-A1-28 道路 雪寒 宮古市 直接 - 市町村道 除雪 15

22-A1-29 道路 雪寒 宮古市 直接 - 市町村道 除雪（機械） 62

22-A1-32 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 道路改良　　　L= 0.1km 83

22-A1-33 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 道路改良　　　L= 0.7km 94

22-A1-34 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 道路改良　　　L= 1.0km 130

22-A1-35 道路 一般 宮古市 直接 - 市町村道 改築 道路改良　　　L= 0.6km 50

合計 1,978

（１）大仁田新田線　関根工区

（２）崎山松月線　女遊戸工区

（２）新町根井沢線　根井沢工区

宮古市

宮古市

宮古市

宮古市

（１）前須賀日立浜線　日立浜

（１）鈴久名横沢線外8路線

宮古市

宮古市

宮古市

除雪　　　　　L=44.9km

除雪機械　除雪ﾄﾗｯｸ外2台 宮古市

宮古市

現道拡幅　　　L= 0.8km

現道拡幅　　　L= 0.5km

55.5%
要対策箇所と対策済箇所により、以下の式で算出する。

0.0% 100.0%

事業内容要素となる事業名

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｃ1,978百万円

効果促進事業費の割合
0百万円1,978百万円 Ａ

社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）
計画の名称

交付対象
計画の目標
計画の期間

備考
最終目標値中間目標値

定量的指標の現況値及び目標値　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

32.1%
整備による時間短縮効果であり、整備前及び整備後の現地走行調査により、以下の式で算出する。

当初現況値

17.5%0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.0%

交付対象事業

（１）蜂ヶ沢線　蜂ヶ沢工区

（１）下大谷地花輪線　大谷地工区

事業及び
施設種別事業者

省略
工種

0百万円Ｂ

現道拡幅　　　L= 0.2㎞ 宮古市

全体事業費
（百万円）市町村名

現道拡幅　　　L= 1.9㎞ 宮古市

（１）浦の沢線　音部工区

宮古市

宮古市

道路改良L=0.3㎞（トンネル200m）

（２）長沢南川目線　南川目工区

宮古市

（２）長根岩船線　岩船工区

宮古市

宮古市道路改良　　　L= 2.3㎞

現道拡幅　　　L= 0.2㎞ 宮古市

宮古市

宮古市

（他）北部環状線　山口工区

（１）田の沢線　田の沢工区 現道拡幅　　　L= 0.3㎞

（他）上ノ沢線　上ノ沢工区

現道拡幅　　　L= 0.5㎞

現道拡幅　　　L= 0.5㎞

（他）日向線　日向工区

（１）鈴久名横沢線　大洞工区

（２）繫桐内線　桐内工区

（他）刈屋和井内線　刈屋

（他）金浜4号線　金浜工区

現道拡幅　　　L= 1.1km

（１）鈴久名横沢線外8路線

現道拡幅　　　L= 0.4㎞

現道拡幅　　　L= 0.1km



Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

22　三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤及び安全で快適な生活環境を形成するまちづくり（防災・安全）

交付 備考

対象

22-A1'-2 道路 宮古市 335 防災・安全移行先

22-A1'-7 道路 宮古市 189 防災・安全移行先

22-A1'-20 道路 宮古市 92 防災・安全移行先

22-A1'-21 道路 宮古市 107 防災・安全移行先

22-A1'-22 道路 宮古市 156 防災・安全移行先

22-A1'-24 道路 宮古市 43 防災・安全移行先

22-A1'-25 道路 宮古市 28 防災・安全移行先

22-A1'-27 道路 宮古市 56 防災・安全移行先

22-A1'-36 道路 宮古市 45 防災・安全移行先

22-A1'-37 道路 宮古市 103 防災・安全移行先

22-C1'-1 計画・調査 宮古市 5 防災・安全移行先

22-C1'-3 施設整備 宮古市 180 防災・安全移行先

22-C1'-4 調査 宮古市 10 防災・安全移行先

22-C1'-5 調査 宮古市 2 防災・安全移行先

22-C1'-6 調査 宮古市 2 防災・安全移行先

22-C1'-7 調査 宮古市 2 防災・安全移行先

合計 1,355

（他）藤原向町線　宮古橋外 宮古市

全体事業費
（百万円）

市町村名事業内容

事業実施期間（年度）省略
事業内容 市町村名


一体的に実施することにより期待される効果

工種
要素となる事業名

計画等の名称

事業種別

番号 事業者

全体事業費
（百万円）

宮古市

全体事業費
（百万円）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
工種

一体的に実施することにより期待される効果

路面性状調査 宮古市

宮古市

要素となる事業名
市町村名

（他）松山線　松山工区

1,154百万円 Ｂ’ 0百万円 Ｃ’Ａ’ 201百万円 (C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')） 6.0%

（１）八木沢団地７号線外　八木沢外
（他）末広町線外　末広町外

宮古市
宮古市

（他）横沢線外　横沢工区外

浸水対策事業

宮古市

宮古市

宮古市

（１）川内明戸線外　明戸外 宮古市

宮古市橋梁長寿命化修繕計画策定事業
宮古市

（１）鈴久名横沢線　鈴久名工区

（事業箇所）

（１）磯鶏金浜線　八木沢外

その他関連する事業

道路ストック総点検（道路付属物） 宮古市
道路ストック総点検（法面等） 宮古市

（他）磯鶏7号線 宮古市

道路ストック総点検（トンネル） 宮古市

（２）中倉堀野線



（参考図面）活力創出基盤整備

計画の名称 22　三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤及び安全で快適な生活環境を形成するまちづくり

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 　宮古市交付対象

22-A1-1

22-A1-3 22-A1-4

22-A1-5

22-A1-6

22-A1-8

22-A1-9

22-A1-10

22-A1-13

22-A1-15

22-A1-16

22-A1-17

22-A1-29

22-A1-19

22-A1-28

至 盛岡市

至 岩泉町

至 山田町
至 花巻市

至 遠野市

国道106号

国道340号

国道45号

国道340号

国道45号

国道106号 国道106号

凡 例

国 道

一般県道

主要地方道

盛岡

宮古市岩手県

至 大槌町

22-A1-32

22-A1-33

22-A1-34

22-A1-35

番号 要素となる事業名 事業内容
22-A1-1 （１）蜂ヶ沢線　蜂ヶ沢工区 現道拡幅　　　L= 0.2㎞
22-A1-3 （１）下大谷地花輪線　大谷地工区 現道拡幅　　　L= 1.9㎞
22-A1-4 （１）浦の沢線　音部工区 道路改良L=0.3㎞（トンネル200m）
22-A1-5 （２）長根岩船線　岩船工区 現道拡幅　　　L= 0.5㎞
22-A1-6 （２）長沢南川目線　南川目工区 現道拡幅　　　L= 0.5㎞
22-A1-8 （他）北部環状線　山口工区 道路改良　　　L= 2.3㎞
22-A1-9 （他）上ノ沢線　上ノ沢工区 現道拡幅　　　L= 0.2㎞
22-A1-10 （１）田の沢線　田の沢工区 現道拡幅　　　L= 0.3㎞
22-A1-13 （他）日向線　日向工区 現道拡幅　　　L= 0.4㎞
22-A1-15 （他）刈屋和井内線　刈屋 現道拡幅　　　L= 1.1km
22-A1-16 （１）鈴久名横沢線　大洞工区 現道拡幅　　　L= 0.5km
22-A1-17 （２）繫桐内線　桐内工区 現道拡幅　　　L= 0.1km
22-A1-19 （１）前須賀日立浜線　日立浜 現道拡幅　　　L= 0.8km
22-A1-28 （１）鈴久名横沢線外8路線 除雪　　　　　L=44.9km
22-A1-29 （１）鈴久名横沢線外8路線 除雪機械　除雪ﾄﾗｯｸ外2台
22-A1-32 （１）大仁田新田線　関根工区 道路改良　　　L= 0.1km
22-A1-33 （２）崎山松月線　女遊戸工区 道路改良　　　L= 0.7km
22-A1-34 （２）新町根井沢線　根井沢工区 道路改良　　　L= 1.0km
22-A1-35 （他）金浜4号線　金浜工区 道路改良　　　L= 0.6km



別紙２

計画の名称：三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤 市町村名：宮古市
　　　　　　　　及び安全で快適な生活環境を形成する
　　　　　　　　まちづくり チェック欄

○

○

○

○

１）目標に対して十分な効果を得られる事業で構成されている ○

○

○

○

○

○

社会資本整備総合交付金チェックシート
（活力創出基盤整備タイプ）

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合

２）指標・数値目標と事業内容の整合性がある

３）指標・数値目標が市民にとって分りやすいものになっている

③事業の効果

２）ハードとソフトの連携が図られている

１）計画の目標が宮古市総合計画と適合している。

Ⅱ．計画の効果･効率性

②目標と事業内容の整合性

１）目標と指標・数値目標の整合性がある

１）計画の内容に関し、地元に対する事前説明が行われている

Ⅲ．計画の実現可能性

④計画の具体性

１）ハード整備の必要性が整理されている

２）ハード事業で保全される区域が明確である

３）ソフト施策の目的が明確である

⑤円滑な事業執行の環境


